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南阿蘇村は、阿蘇カルデラの南山麓に位置し、豊か

な湧水に恵まれた農業と観光が基幹産業の中山間地

の村です。

2016年4月の熊本地震では、これまで経験したこと

がない甚大な被害を受けました。しかし、現在では

2021年3月7日に「新阿蘇大橋」が開通するなど、主要

道路がすべて開通したことで多くの観光客の方々が再

び南阿蘇村を訪れています。村にとっての良い流れを

断ち切らないように、更なる創造的復興を目指してい

く所存です。

その上で、阿蘇の豊かな自然環境や地域資源を総

合的に利活用し「環境のむらづくり」「活力あるむらづ

くり」「暮らしのむらづくり」を目指すこととしておりま

す。

南阿蘇村は村内各所に湧水が点在しております。水

は生命の源であり、この豊かな水を次世代に引き継ぐ

取り組みによって、ふるさとの復興、活力ある南阿蘇

村づくりに邁進してまいりますので、ご支援ご助言賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。

南阿蘇村 村長

吉良　清一

村長からのメッセージ
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南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。
みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇
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「Kurashi（暮らし）」「Katsuryoku（活力）」
「Kankyo（環境）」により形成されています。
　恵まれた環境は土台となり産業を後押しし活力を
生み、また生まれた活力は村人の豊かな暮らしへと
続いていきます。
　3つのKは鏡餅のようにどっしりと、ゆるぎなく村を
支えているのです。

「大自然の中で子どもがすくすく」「お年寄りは生き生き」すべての村民が幸せを感じる、そんな「暮らし」を目標とします。
震災の教訓を生かし、災害に強い、安心安全な村づくりを進めます。

●コロナ感染症対策と支援の充実
●公共交通網を整備、見直し《南阿蘇鉄道、ゆるっとバス、乗合タクシー》
●子育て環境整備《保育、遊び場、医療》
●教育環境の整備《給食施設、ICT授業、村営塾》
●福祉活動充実《高齢者学級、シルバー人材センター、各種教室、障がい者支援など》

「活力」なくして村の将来は語れません。環境を整え、それを土台として活力につなげます。
恵まれた自然環境を最大限に活かして振興を図り「元気な村」「魅力ある村」「選ばれる村」を創ります。

●農地保全農業振興《新会社を設立》
●農産物のブランド化《ふるさと納税向け新商品開発、あか牛&赤ワインセット商品など》
●観光振興、ビューポイント整備《立野パノラマテラス（大崩落山頂）》
●女性が安心して活躍できる場の創設
●小学校跡地などの村有施設利活用《地域コミュニティ、サテライトオフィス、訪問介護施設、農業後継者育成など》
●上天草市との交流強化《教育、体験、物産》
●震災遺構を観光資源に《修学旅行や一般視察の受け入れなど》
●移住定住の促進《ワーケーション、リモートワーク、空家対策など》
●台湾をはじめとする海外との交流《語学講座の実施、協定等の締結など》

先人が守り伝えてきた雄大な「景観」、そして村民全てが誇りとする「水」、これらは村の宝であり、守り育み、将来に継
承していかなければなりません。

とりわけ水は本村の貴重な財産であり、水の大切さを訴え、保全してまいります。

●地下水保全基金を創設、助成制度を強化《冬季湛水田、田んぼ貯留、広報活動》
●再生可能エネルギー利活用、自給率向上《小水力、地熱、風力、太陽光、バイオマス》
●阿蘇の世界文化遺産登録推進《水田保全、草原維持、伝統催事継承》
●脱炭素社会を追求、日本のモデル地域へ

誰もが住みたい・住み続けたい 南阿蘇村 の実現

Kankyo【環境】

Katsuryoku【活力】

Kurashi【暮らし】

これから取り組むこと

これから取り組むこと

これから取り組むこと

政策は3つのKから

2 3南阿蘇村村勢要覧 2021



Kankyo【環境】

南阿蘇村では、古来から循環型の農業が営まれてきました。この循環型農業により、現代まで保全されてき
た草原や水田は、「世界一の地下水都市」と称される熊本市の豊富な地下水を育む要因となっています。

しかし、その熊本市の地下水は年々減少しており、その大きな原因の１つが阿蘇の草原と水田面積の減少で
あると考えられています。

人類共通の宝である水資源を後世に引き継ぐために。南阿蘇村は野焼きによる草原の維持や、水田への冬
季湛水の勧奨など様々な取り組みを行っている水を育む「むら」です。

阿蘇山の噴火活動に
よって形成された阿
蘇カルデラの地形は、
その内部により多く
の水を溜めやすい形
状になっています。

複数回の噴火活動によっ
て形成された、いくつも
の阿蘇の地層はより多く
の水を浸透させ、長い年
月の間地中に溜めこむと
ともに、天 然 のフィル
ターとなりきれいな地下
水を生み出します。

多くの水田は、雨水が川
から海に流れることを防
ぎ、より多くの雨水を地
下に浸透させることがで
きます。また、その優れ
た湛水能力により、大雨
の際は天然のダムとして
災害を未然に防ぎます。

野焼きなどにより大切
に守られてきた南阿蘇の
草原は、管理がなされて
いない山林やヤブよりも
効率的に雨水を地中に
浸透させるとともに、そ
の美しい景観は南阿蘇
の大切な観光資源です。

自然環境と共生するむら

南阿蘇が多くの地下水を生み出す理由

この自然豊かで美しい村を後世まで残すため、南阿蘇村の人々は地球に優しい暮らしを行っています。環境
問題が叫ばれている今、まさに先進地として環境と共生する「むら」と言えます。

南阿蘇村では豊かな自然環境の保全とともに、住みよい魅力ある郷土の実現を目指し、野焼きによる草原の
維持や有機の土づくり、上下水道整備など様々な環境保全活動に取り組んでいます。

また「南阿蘇村自然環境保全条例」や「南阿蘇村地下水保全に関する条例」により自然環境との調和を図り
ながら秩序ある資源の活用により地域の産業振興を育む取り組みも行っています。

住民生活環境のインフラを整備するとともに、関連企業や関係機関と連携を図り地熱発電や水力発電など
の再生可能エネルギーを促進し、自然環境と共生するむらづくりを目指します。

環境の「むら」水を育む「むら」

地形 地層 水田 草原

※カルデラ内の土地利用の一例であり、個々の土地利用は地域により異なる。

カルデラ床
（住居や田畑に使う平地）

カルデラ壁
（外輪山上から平地に

至る傾斜地）

外輪山上

降水の多くは
地下に浸透

野焼き・放牧・採草の
草原管理のサイクル

湧水・伏流水

湧水・伏流水 草肥・厩肥 茅葺屋根

人の手による管理 （
カ
ル
デ
ラ
断
面
図
）
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Katsuryoku【活力】

この広大な大地で、自然の恵みを受けて育まれる農産物は、自然の旨味と作る人たちの愛情がギュッと
つまっています。四季折々に、美味しい農産物が味わえるむらです。

白川を中心に水田が広がり、のどかな農村風景が魅力の南阿蘇村は、水稲をはじめ、畜産、ミニトマトやア
スパラなどの施設園芸が盛んです。昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然の旨味がしっかりと詰まった農産
物が自慢です。有機農業、環境保全型農業を推奨しており、安心安全な農畜産物づくりに取り組んでいます。  

近年は、ソバの作付面積が増大し、特産品のひとつに数えられるようになりました。  
また、畜産業も盛んで、特にあか牛は阿蘇の野山や水田で放牧されており、南阿蘇の風物詩のひとつとなっ

ています。阿蘇のあか牛は肉質が良くヘルシーで全国的にも高い評価を受けています。村内の物産館や飲食店
では、地元の新鮮野菜や加工品、あか牛などを楽しむことができ、地産地消の場として賑わっています。この
豊かな農業の村を次代に引き継ぐため、新規就農者の育成、有害鳥獣被害対策などに取り組みながら農業者
の経営基盤の強化を促進しています。

農業の「むら」

南阿蘇村の恵み

大自然に囲まれた南阿蘇村には、思わず足を運びたくなる観光スポットが沢山あります。子どもからお年寄
りまで誰もが楽しむことができ、都会ではできない体験ができる「むら」です。

南阿蘇村は、大自然を中心にたくさんの観光資源に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所
「ヨ・ミュール」からは長陽大橋、白川第一橋梁（南阿蘇鉄道）を眼下に望むことができ、新たな観光スポット
として注目を集めています。また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向にあり、南阿蘇村本来の賑わい
が戻りつつあります。2017年9月には、アウトドアショップ「mont-bell」と村が協定を結び、アウトドア活動の
促進や地域経済の活性化など、包括的に協力をしあい、観光振興に取り組んでいます。

観光の「むら」
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Kurashi【暮らし】

2016年４月に「白水中学校」、「久木野中学校」、「長陽
中学校」の３校が統合して開校した南阿蘇村唯一の中学
校です。「南阿蘇中でよかった」の実現に向けて日々生徒
と職員が向き合っています。

①はくすい保育園
②くぎの保育園
③ちょうよう保育園

①白水小学校
②久木野小学校
③南阿蘇西小学校

南阿蘇村の子育て支援は、不妊不育治療、妊婦相談など赤ちゃん誕生前から始まり、誕生後は乳幼児健診
や家庭訪問などを行っています。

保育サービスにおいては、多様化する子育てニーズへ対応するため、延長保育や一時保育を実施。学童期に
おいては、放課後児童クラブを開設し就労世帯の支援を行っています。　

また、経済面では「０歳から高校生までの医療費助成」「出産・成長祝い金の支給」「ランドセル・中学生カ
バンの贈呈」「小中学生の給食費の半額助成」をはじめ、成長に応じて子育て世帯を支えています。

今後も南阿蘇村の豊かな自然環境のなかで安心して子育てができるよう取り組んでいきます。

住民の約４割が65歳以上の高齢者である南阿蘇村では、高齢者になっても自分らしく輝くことのできる村
を目指して、様々な活動を行っています。

「南阿蘇村老人クラブ連合会」では、老人クラブ会員の団結と親睦を図り、生きがいづくりや健康づくり、友
愛訪問や奉仕活動などの多彩な活動をし、地域からも必要とされる組織として活動しています。

他にも「転ばぬ先の杖の会」では、いつまでも元気で過ごし、要介護状態や認知症にならないために、学習
療法、レクレーション、運動、音楽などの介護（認知症）予防に取り組んでいます。

子どもが幸せな「むら」

イキイキと活躍する高齢者

のびのび、すくすく育つ子どもたち

カルデラの内側に人が住み、生活を営んでいる世界的にも珍しいこの村では、ト
レッキングや乗馬体験など、大自然を活かした多くのアクティビティ体験をするこ
とができ、食の豊かな村として、野菜の収穫や果物狩り、そば打ちなどを楽しむこ
とができます。

また、南阿蘇村では国が示す「GIGAスクール構想」に伴い、2020年度に児童・
生徒に一人一台のタブレットPCを配備、高速大容量のネットワーク通信環境整
備、電子黒板導入などを行い、さらにタブレットドリルなどの電子教材を導入し、
ICTを活用した学習環境整備が充実しています。

最先端の教育と様々な体験

体験し学べる「むら」

高齢者が幸せな「むら」
伝統を受け継ぐ力

守り受け継ぐ「むら」

子育て支援センター
子育て支援センター（通称：
わくわくひろば）は、就学前
のお子さんを持つ保護者や
子育てをサポートする方々の
集いの場です。季節の行事や
誕生会などの行事を通し、子
育て情報収集や交流の場に
なっています。

南阿蘇中学校小学校保育所

南阿蘇村には先人から受け継がれている有形・無形の文
化財が数多く存在します。その多くが農耕にまつわるもの
で、南阿蘇村の暮らしにおいて、農耕がいかに重要な位置
づけであったかがうかがえます。

村では縄文～古代の古墳・遺跡をはじめ、五穀豊穣を願
う多くの神社が存在します。なかでも長野阿蘇神社では、
文化庁選択無形文化財などの指定を受け、300年以上続
く伝統のある長野岩戸神楽が代々脈々と受け継がれてお
り、南阿蘇村の伝統における絆の深さを物語っています。

また、文学碑や記念碑も多く、南阿蘇村が時代の狭間で重要な役割を果たしてきたことがうかがえます。村
では教育現場や祭事、資料館や美術館などを通して様々な形で歴史、伝統文化、芸術に触れることで、子へ孫
へと貴重な時代の宝を後世に受け継いでいます。
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村の基盤

南阿蘇村では、安心安全な暮らしができる村を目指し、防災・防犯対策に力を入れています。
防犯パトロール隊は地域の安全を守るため、金融機関や通学路の見守り、村内の夜間パトロールを定期的

に実施しています。交通指導員は、村民を交通事故から守るため、交通安全キャンペーンや街頭指導を通して、
交通安全啓発を行っています。

また、南阿蘇村消防団は、女性団員や消防団OBによる機能別団員を採用することで組織を強化。女性なら
ではの防災・防火活動や、村外勤務者の多い昼間の火災に対応できるなど、細かい対応ができる組織になりま
した。さらに、消防バイク隊の設置や、デジタル無線機の導入など高性能の資機材も配備することで、住民の
「生命」、「身体」、「財産」を守るために、日々の活動に邁進しています。

また、熊本地震後は各地区の自主防災組織の活動が活発化しています。災害から命を守るためには「自助」、
「共助」が大切であることを認識し、各地区で安否確認の方法や避難方法などの協議を進め、防災講話や防
災訓練を行うなど、住民と行政の協働による防災体制の構築を目指しています。

安全な暮らしを守るために

2016年4月の熊本地震により、南阿蘇村では多くのインフラが破壊されました。　
阿蘇大橋、阿蘇長陽大橋、俵山トンネル、南阿蘇鉄道など南阿蘇村の主要幹線道路、鉄道などの交通アクセ

スが寸断されるとともに、上水道や多数の家屋の全半壊など甚大な被害をもたらす事態となりました。
しかし国や県、全国の皆さまの支援により、2016年12月に俵山トンネル開通、2017年8月には長陽大橋、

2021年3月には新阿蘇大橋が開通しました。その他にも水道設備の復旧や災害公営住宅の整備などで住民の
皆さまが安心して暮らせるよう、生活基盤の早期復旧に取り組みました。

また南阿蘇鉄道についても一部運行を開始していますが、令和5年夏季頃を予定している全線復旧に向け取
り組んでいるところです。

これからは、震災の甚大な被害を受けた村として、その痛みを教訓に、地震被害の恐ろしさと村が創造的復
興を果たした姿を村内外に伝え、後世に残すべく震災遺構の整備などの事業に取り組むとともに、防災教育を
推進してまいります。

安心な暮らしを求めて

南阿蘇村は村民との対話を大切に、住民と行政が信頼し合い、協働によるむらづくりを行うために、住民が
むらづくりへ参画できる仕組みづくりを推進しています。

庁舎には出張村長室が、役場玄関ロビーのすぐ横に設置され、住民が直接、村長に相談することができま
す。また、広報やホームページ、村公式LINEなどを通して村の施策や行政サービス、イベントを紹介し、村民に
広く村の情報を発信しています。活力があり、のどかで穏やかな環境に包まれた地として、住みたい、住み続け
たい「むら」南阿蘇を目指しています。

村民中心の行政運営

村議会は、選挙によって選ばれた議員で構成され、南阿蘇村の主要な
意思を決定する議決機関です。

南阿蘇村では、14人の議員によって議会が構成されています。年4回
（3月、6月、9月、12月）の定例会と必要に応じて臨時会が開かれます。
ここで、村民の声が行政に届けられ、条例や予算、重要な案件の決定や、
村政が適正に行われているかを審議しています。

また、定例会後には議会を身近に感じていただくために「議会広報す
いげん」を発行しています。

議会について

2021年4月に図書室や子育て支援スペー
スなどを備える南阿蘇村複合施設LOOP
みなみあそがオープンしました。
南阿蘇村の文化の発展と次世代教育の
場として日々多くの利用者が訪れていま
す。

安全

安心

行政

議会
村 議 会

議 　 長

副 議 長

常
任
委
員
会

議
会
運
営

委
員
会

特
別
委
員
会

経
済
建
設

常
任
委
員
会

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

総
務

常
任
委
員
会

復
興・地
方
創
生

対
策
特
別
委
員
会

阿
蘇
立
野
ダ
ム
み
ら
い

活
性
対
策
特
別
委
員
会

議
会
広
報

特
別
委
員
会

《議会組織図》
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28

149

149
325

至阿蘇くまもと空港
　益城熊本空港IC
　熊本市

至熊本市・阿蘇市至熊本市・阿蘇市

至高森町・高千穂町至高森町・高千穂町

南阿蘇村役場

至高森町至高森町

至アスペクタ至アスペクタ

●南阿蘇西小●南阿蘇西小
〒

河陽郵便局
〒

河陽郵便局
加勢

白　川

南阿蘇トンネル南阿蘇トンネル

阿蘇下田城
ふれあい温泉
阿蘇下田城
ふれあい温泉

　：阿蘇くまもと空港より車で30分
　：熊本ICより車で50分
　：益城熊本空港ICより車で45分
　：JR熊本駅より車で90分
※現在、熊本地震の影響により鉄道でのアクセス不可

アクセス

南
阿
蘇
村
が
誕
生

南
阿
蘇
村
誕
生
記
念
式
典

新
上
五
島
町
姉
妹
町
村
提
携
調
印
式

村
歌「
大
地
の
讃
歌
」完
成

「
村
木
」「
村
花
」「
村
鳥
」

「
村
民
の
チ
ョ
ウ
」制
定

東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
と

「
地
域
総
合
交
流
に
関
す
る
協
定
」

締
結

「
南
阿
蘇
村
湧
水
群
」が

「
平
成
の
名
水
百
選
」と
し
て

選
出
さ
れ
る

「
南
阿
蘇
桜
公
園
」記
念
碑
除
幕
式

村
地
産
地
消「
か
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

お
披
露
目
式

消
防
団
女
性
分
団

華
や
か
に
誕
生

長
陽
、立
野
、長
陽
西
部
小
学
校
が

統
合
し
て
、南
阿
蘇
西
小
学
校
開
校

九
州
北
部
豪
雨

阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟

認
定

南
阿
蘇
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典

み
な
み
あ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（m
ont-bell

南
阿
蘇
店
）オ
ー
プ
ン

長
陽
西
部・立
野・長
陽
保
育
所
が

統
合
し
て
、ち
ょ
う
よ
う
保
育
園

開
園

道
の
駅「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」登
録

白
水・久
木
野・長
陽
中
学
校
が
統
合

し
て
、南
阿
蘇
中
学
校
が
開
校

熊
本
地
震（
前
震
）　
午
後
9
時
26
分

（
村
の
震
度
５
弱
）

熊
本
地
震（
本
震
）　
午
前
１
時
25
分

（
村
の
震
度
６
強
）

南
阿
蘇
鉄
道
部
分
運
行

（
中
松
〜
高
森
）開
始

県
道
28
号
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト

部
分
開
通

南
阿
蘇
村
新
庁
舎
落
成
式

熊
本
地
震
災
害
犠
牲
者
南
阿
蘇
村

追
悼
式

長
陽
大
橋
ル
ー
ト（
応
急
復
旧
）開
通

立
野
地
区
長
期
避
難
解
除

村
内
初
の
災
害
公
営
住
宅
で
あ
る

下
西
原
第
１
団
地
の
落
成
式
開
催

上
天
草
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

県
道
28
号
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト

全
線
開
通

第
１
回
み
な
み
あ
そ
復
興
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催

高
野
台
防
災
公
園
が
完
成

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
全
線
開
通

国
道
57
号
現
道
部
開
通

国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
ル
ー
ト
、

新
阿
蘇
大
橋
開
通

中
松
、白
水
、両
併
小
学
校
が

統
合
し
て
、白
水
小
学
校
が
開
校

南
阿
蘇
村
複
合
施
設

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
み
な
み
あ
そ
内
南
阿
蘇
村

図
書
室
が
オ
ー
プ
ン

南
阿
蘇
村
で
東
京
２
０
２
０
五
輪

聖
火
リ
レ
ー
が
開
催

２
月
13
日

10
月
８
日

12
月
５
日

５
月
15
日

８
月
１
日

11
月
３
日

６
月
25
日

２
月
５
日

４
月
22
日

１
月
９
日

４
月
１
日

７
月
12
日

９
月
23
日

２
月
15
日

２
月
26
日

４
月
１
日

４
月
15
日

４
月
１
日

４
月
14
日

４
月
16
日

７
月
31
日

12
月
24
日

３
月
25
日

４
月
16
日

８
月
27
日

10
月
31
日

２
月
15
日

７
月
23
日

９
月
14
日

12
月
１
日

１
月
25
日

８
月
８
日

10
月
３
日

３
月
７
日

４
月
１
日

４
月
23
日

５
月
６
日

2005年に阿蘇郡白水村、久木野村、長陽村が合併し、南阿蘇村は誕生しました。平成の大合併で初めて「村」を新設した自治
体です。

南阿蘇村は、阿蘇カルデラの南部、阿蘇五岳と外輪山に囲まれた南郷谷に位置します。中央を東から西へと流れる白川の両側
には、住宅地、商業地、耕地が広がり、展望性のある田園風景となっています。標高600m以上は、その大部分を山林、原野で占
め、北は阿蘇山上、草千里、火口原を結ぶ線上で区切られています。西の立野火口瀬近くが阿蘇外輪山の切れ目でカルデラの入
口となっており、ここで白川が阿蘇谷を北から流れてくる黒川と合流し、熊本平野へと下っていきます。南は南外輪山分水嶺の北
の傾斜地で西部俵山一帯の高原地域までおよび、低地は東の水源地域から西へと約300mの標高差があります。

昼夜の寒暖差や年間雨量平均約2,300ミリという恵まれた気候から、良質な農作物が生産されています。また、一級河川「白
川」の水源である「白川水源」をはじめとする多数の水源があり、「水の生まれる郷」として知られ、多くの観光客を集めます。こ
のように、南阿蘇村は農業と観光の村です。

1）人的被害

2016年4月
14日　午後9時26分　（村の震度5弱）
16日　午前1時25分　（村の震度6強）

2）家屋被害（罹災証明発行数より）
全　　　壊
大規模半壊
半　　　壊
一 部 損 壊

計

699棟
187棟
802棟

1,173棟
2,861棟

南阿蘇村役場の位置
北緯32度50分42秒
東経131度1分39 秒
海抜385.4m
面積137.30㎢
（境界未定部あり）

■人口と世帯数（南阿蘇村住民基本台帳人口より）

5,597
6,104
11,701
4,718
464
474
75
173

4,042
34.54

5,569
6,050
11,619
4,744
482
479
72
159

4,127
35.52

5,274
5,715
10,989
4,522
326
830
55
180

4,095
37.26

5,164
5,560
10,724
4,479
360
512
48
159

4,156
38.70

5,051
5,462
10,513
4,493
556
693
73
147

4,234
40.27

5,016
5,371
10,387
4,563
602
615
34
155

4,277
41.17

5,014
5,311
10,325
4,627
398
331
58
147

4,348
42.11

村
の
あ
ゆ
み

熊本地震

平成17年 期　
　
日

内　
　
　
　
容

平成18年平成20年平成21年平成22年平成23年平成24年平成26年平成27年平成28年平成29年平成31年令和元年　令和2年　令和3年
2005年2006年2008年2009年2010年2011年2012年2014年2015年2016年2017年2019年2020年2021年

世 帯 数
転 入 者 数
転 出 者 数
出 生 数
死 亡 者 数
65歳以上人口
高齢化率（％）

男
女
計

人

口

H26年　度 H27 H28 H29 H30 R1 R2

長崎

佐賀

宮崎
鹿児島

福岡

大分

熊本

南阿蘇村村の概要

死亡者

重傷者
軽傷者

31名
（関連死15名含む）

31名
120名
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